
2021・7・25 株式会社横超社臨時株主総会議案書 

 

令和 3 年 7 月 25 日 

取締役 依田秀雄 

 

議案 

１、前川藤一の社長退任について 

前川より 5 月下旬より体調不良が続いており 30 代後半からの糖尿病(網膜剥離)及び昨

年横超忌前の 3 月 13 日上野公園自転車自爆事故(頚椎損傷‐両手指握力不全)障害者 5

級認定を受け治療の再開とリハビリに専念したい為、社長退任を申し出る。 

２、新人事について 

取締役 依田秀雄 再任 

取締役 星野陽一 再任 

取締役 佐藤英二 新任（当社顧問弁理士） 

監査役 大堀由利 再任 

相談役 前川藤一 新設 

３、前川藤一の会社資金 460 万円私的(生活費等)流用について 

事務所維持経費もあり、また昨年 3 月自転車自爆事故以降、介護関係 3 社の収入がゼ

ロとなっており一部同情できる。しかしながら業務上横領にあたるのも事実であり、

新体制で会社資金が 500 万に回復するまで無給で相談役として社会福祉法人設立専従

として尽力することとする。 

４、横超社の借入について 

元代表取締役副社長野村昌子氏に 65 万円と星野陽一取締役に 30 万円あり(依田確認)

銀行その他金融関係からの借入は、ゼロである。 

５、コンドーテック㈱東京支店の取引き停止について 

コンド‐に実害が発生しておらず過剰な対応であり、商取引立場上の優越からの処断

に他ならず、許し難い。訴訟も視野に入れ、来年 6 月のコンド‐株主総会に敵対性株

主として登場し、正々堂々経営方針で論争をし、過去の悪行を暴露し猛省を促す。ま

た取締役の総入れ替えを要求する。 

６、3 事業部の＜過去・現在・未来＞について 

  生活・福祉・デザイニング（SFD）事業部 

   社会福祉法人横超苑設立準備委員会専従前川藤一は、東京都と交渉し 2022 年 11 月 

   設立を目標とする。設立後訪問介護・デイサービス(通所介護)の建設‐運営を開始す 

   る。また福岡県田川郡福智町に老人ホーム横超園の開園を目指す。 

   事業部内金物・建材チームは福智英彦が人材育成に傾注し大手ゼネコン及び台東区 



   内の現場への浸透を計っていく。仕入先メーカーの拡充も同時進行する。 

  チヨダ・サケ・デザイニング（CSD）事業部 

   酒販免許の取得を事業部で得ることとする。(詳細口述) 

   精米機メーカーとしてチヨダを再建する(詳細口述)  

 メディア・デザイニング事業部 

   吉本隆明全集(晶文社)販売の拡大を図り、将来吉本「三部作」の当事業部からの英訳

出版を検討する。(詳細口述) 

７、その他質疑応答             


